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　要旨：日本学術振興会による支援を受け，宮城教育大学キャンパスにおいて平成 28 年 10 月 1

日（土）にひらめき☆ときめきサイエンス『飼って楽しい知ってうれしい伝統養蜂の世界～野生

のミツバチとつきあう知恵と技～』を実施した．小学５・６年生の児童を対象としてニホンミツ

バチと体験的に触れあう機会を提供することにより，伝統的な養蜂文化への興味・関心を高める

ことができた．

　キーワード：ニホンミツバチ，伝統養蜂，遊び仕事，環境教育，ひらめき☆ときめきサイエンス

* 宮城教育大学附属環境教育実践研究センター

１． はじめに

　ひらめき☆ときめきサイエンスは，日本学術振興会

が実施している科学研究費（以下，科研費とする）に

よる研究成果の社会還元・普及事業である．大学等の

研究機関で行われている最先端の研究成果について，

児童・生徒が直に見たり，聞いたり，触れたりするこ

とで，科学のおもしろさを感じてもらう機会を提供す

ることを目的としている．

　筆者は平成 23 年度から『「遊び仕事」を取り入れた

体験的環境教育プログラムの開発：伝統養蜂を題材と

して（若手研究 （B））』が採択され，長崎県対馬市を

主な調査フィールドとしてニホンミツバチの伝統養蜂

に関する研究を行ってきた．さらに，平成 26 年度か

ら『伊達政宗が奨励した「食べられる庭」をモデルと

した学校ビオトープの構築（挑戦的萌芽研究）』，平成

28 年度から科研費『産直が拓く環境教育の新たな地

平：「遊び仕事」の現代的活用をめざして（基盤研究

（B））』がそれぞれ採択され，「遊び仕事」を取り入

れた環境教育の実践に取り組んできた（溝田，2012, 

2013, 2014, 2015, 2016 など）．ひらめき☆ときめきサ

イエンスによる成果還元としては，2013 年度に長崎

県対馬市において『ニホンミツバチっておもしろい！

～伝統養蜂の世界へようこそ～』というプログラムを

実施している（溝田，2014）．

　今回は宮城県仙台市の宮城教育大学キャンパスにお

いて実施するプログラムを立案し，テーマを『飼って楽

しい知ってうれしい伝統養蜂の世界～野生のミツバチ

とつきあう知恵と技～』に設定した．平成 27 年 11 月

に応募，平成 28 年 4 月に採択通知を受け，平成 28 年

10 月 1 日（土）に実施した．本稿では，プログラム

内容を紹介するとともに，アンケート結果から本事業

の成果を考察する．

２． プログラムの実施準備

（１） 参加者の募集

　日本学術振興会ホームページには，平成 28 年 6 月

に「ひらめき☆ときめきサイエンス」応募専用のペー

ジが開設され，参加者の募集が始まった（図１）．宮

城教育大学では，研究協力係が中心となって大学の広

報誌やホームページに募集案内を掲載したり，大学独

自のポスター（図２）を作成するなどして大学全体で

参加者の募集を行った．
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図１．日本学術振興会ホームページに掲載されたプログラム

の概要（一部）

図２．宮城教育大学で作成した「ひらめき☆ときめきサイエン

ス」の募集案内ポスター

　ニホンミツバチと直接的に触れあう機会を提供する

内容であることから，安全面の確保という意味合いも

あって少人数（10 名）を募集することにした．平成

28 年 6 月に日本学術振興会ホームページが公開され

るやいやなや募集定員を超える 11 名からの参加申し

込みがあり，早々に受付を打ち切ることになった．

（２） 前日までの準備

　イベントを成功させるためには大きな課題が 2 つ

あった．１つ目は，採蜜体験が可能な巣箱（ハチミツ

が十分に入っている巣箱）を確保すること，2 つ目は，

イベントを補助する学生を確保することである．前者

に関しては，平成 27 年春に分封（巣分かれ）した群

が順調に育っていたことから，たっぷり貯蜜している

巣箱を確保することができた．後者に関しては，平成

28 年の前期授業で筆者が担当した「自然フィールド

ワーク実験（２単位）」を受講した学部２年生のうち

4 名（男子 1 名，女子 3 名），および，「自然環境教育

特論・特演（２単位）」を受講した教職大学院生 2 名（男

子 2 名）が協力してくれることになった．さらに，採

蜜体験では長崎県対馬市の養蜂名人・上野弘さん（平

成 23 年度対馬市ハチミツコンクール優勝者）とその

奥様の満里子さんが仙台までお越しくださり，協力く

ださることになった．イベント当日までにキャンドル

づくり，リップクリームづくりのマニュアルを含むパ

ンフレット，名札，未来博士号の賞状などを作成・印

刷する作業を完了させた．

３.　プログラム当日の概要

（１） 参加者数

　平成 28 年 10 月１日（土），宮城教育大学キャンパ

ス（仙台市青葉区荒巻）を会場として「ひらめき☆と

きめきサイエンス」を実施した．爽やかな好天に恵ま

れ，最高のイベント日和となった．残念ながらイベン

ト前日にキャンセル２件が入ったが，最終的には小学

生９名，保護者９名，主催者 10 名の計 28 名の参加者

があった．

（２） 実施内容

　以下，イベント当日のスケジュールを時系列に沿っ

て紹介していく．

ニホンミツバチ伝統養蜂を題材とした環境教育の実践（２）

－ 12 －



蜂」．対馬の伝統養蜂について現地フィールド調査

の成果をもとに解説した（図 4）．参加者はメモを

とりながら，熱心に話に耳を傾けてくれた（図５）．

④ 11:00 ～ 12:00 実習「採蜜体験」．上野弘さん・満

里子さんの指導の下，専用の蜜切包丁などを用い

て蜂洞から丁寧に巣板を切り出して収穫し（図６），

採れたばかりのハチミツを味わった（図７，８）．

① 9:00 ～ 9:30  受付．学生が中心となって，自家用車

の駐車場への誘導，会場への誘導，受付作業，名札

や資料の配布などを行った．

② 9:30～ 10:00 開講式．主催者あいさつ，オリエンテー

ションを行った（図 3）．

③ 10:00 ～ 11:00 講義「対馬のニホンミツバチ伝統養

図３．「ひらめき☆ときめきサイエンス」のパンフレットをもとに

科研費の解説を行った．

図４．講義「ニホンミツバチの伝統養蜂」

図５．講義内容を熱心にメモする児童たち

図６．養蜂名人による歳蜜の実演

図７．初めての採蜜体験に大はしゃぎの参加者たち

図８．採れたてのハチミツを巣ごと味わう
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⑤ 12:00 ～ 13:00 昼食．参加者全員で会話を楽しみな

がらお弁当をいただいた（図９）．食事の時間を利

用して，午前中に収獲した蜜がぎっしり詰まった巣

板をザルの上で細かく砕き，重力で蜜を垂らす作業

も行った（図１０）．1 年間をかけて貯蔵された蜂

蜜であるため，巣内で濃縮・熟成されており，独特

な風味をもつ濃厚なハチミツを採ることができた．

⑥ 13:00 ～ 13:30 講義「ミツバチからの贈り物を利用

する知恵」．ハチミツや蜜ろう等の利用方法につい

て解説した（図１１）．

⑦ 13:30 ～ 14:30 実習「キャンドルづくり，リップク

リームづくり」．二つの班に分かれ，キャンドル・リッ

プクリームを作成した（図１２～１５）．

⑧ 14:30 ～ 15:00 クッキータイム．ホットプレートで

ホットケーキを焼き，採蜜したばかりのハチミツを

味わった（図１６，１７）．

図９．食事をしながら児童と学生との交流

図１０．ハチミツを濾過する

図１１．講義のようす

図１２．スティックキャンドルづくり

図１３．ブロックキャンドルづくり

図１４．リップクリームづくり
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◯ 室内での講義と，屋外での直接的な体験実習を交

互に織り交ぜることで，児童の集中力を持続できる

よう配慮した．

◯ 児童と年齢の近い実施協力者（大学生）を配置し，

親しみやすい環境を演出した．

◯ 採蜜体験，ハチミツの試食，キャンドル・リップ

クリームづくり等，ミツバチからの恵みを直接体験

できるようなプログラムを多数用意し，児童の興味

を喚起する工夫をした．

◯ キャンドル，リップクリーム等は土産として自宅

に持ち帰らせることで，プログラム終了後も家庭内

で児童の体験を共有できるように配慮した．

　また，安全面では以下の点に配慮を行った．

◯ 実習の安全確保のために，児童約２人に対し 1 人

の割合で補助者を配置した．

◯ ニホンミツバチはおとなしい性質の昆虫であるが，

実習直前に簡単な安全講習を行うとともに，実習時

には覆面布の着用を徹底させた．

図１８．未来博士号の授与

図１９．記念撮影

⑨ 15:00 ～ 16:00 実習「キャンドルづくり，リップク

リームづくり」

 　引き続き，二つの班に分かれ，キャンドル・リッ

プクリームを作成した．

⑩ 16:00 ～ 16:30 修了式．アンケート記入，未来博士

号授与（図１８）を行い，記念撮影（図１９）を行った．

（３） プログラム実施で工夫， 配慮した点

　プログラム実施では以下の点に留意，工夫した．

◯ 研究成果をわかりやすく伝えるために，イラスト

を多用したプレゼン資料，および，配布資料を配布

した．

図１５．蜜ろうの重さをはかる児童

図１６．たこ焼き器で丸いホットケーキをつくる

図１７．ホットケーキにハチミツをつけて味わう
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◯ 万が一の刺傷事故に備え，ポイズンリムーバーお

よび抗ヒスタミン剤を常備した．

◯ 参加にあたっては，保護者の同意（送迎は保護者

が責任をもつこと，ミツバチに刺される可能性があ

ること）が確約されたことを条件とした．

◯ 参加者全員を短期のレクリエーション保険に加入

させた．

４． プログラム実施後に行ったアンケート

（１） アンケート調査の結果

　プログラム実施後にアンケート調査を実施し，児童

9 名，保護者 9 名からアンケートを回収した（表１）．

　「プログラムはおもしろかった」「プログラムはわか

りやすかった」「科学に興味がわいた」「将来，自分も

研究をしてみたい」という評価が多く，「また参加し

たい」と答えた児童が多かった．

（２） 自由記述 （児童）

　以下に児童の自由記述を紹介する．自由回答からも

上記と同様の結果が具体的に記載され，伝統養蜂やミ

ツバチ，その生産物（ハチミツ，蜜蝋）に対する児童

の興味・関心が高まったことが伺える．

・ ハチミツを使ってロウソクなどをつくれて楽しかっ

たです．ハチがいなくなると野菜やくだものなどが

食べられなくなることなど，知らなかったことだら

けなので，ハチは大切だなと思いました．ハチと友

達になれてよかったです．

・ 楽しかった．ありがとう．

・ ハチのことやハチミツのことをくわしくおしえてく

れてありがとうございます．これからも今日習った

ことを生かしていきたいと思います．

・ ミツバチがこんなにすごいことを初めて知って，と

てもおもしろかった．

・ 今日はとてもわかりやすい説明だったし，私は

ハチってこわいと思ってたけど，とってもかわいい

と思いました．私はここに参加できてとってもよ

かったなぁと思いました．

・ 今日はハチのことが知れてよかったです．ハチがい

なくなったらどうなるかとか，今まで考えていな

かったので，今日ハチがいなくなったら野菜やくだ

もの，乳せいひんもなくなってしまうということに

びっくりしました．今日はいろいろな体験をしたし，

いろいろ知れてよかったです．

・ 今回，実際にキャンドルづくりやリップクリームづ

表１．アンケートの回答結果

質問内容および回答の選択肢 人数 （％）

① 今日のプログラムは、 いかがでしたか。

１．とてもおもしろかった 9（100％）

２．おもしろかった 0

３．おもしろくなかった 0

４．わからない 0

② 今日のプログラムはわかりやすかったですか。

１．とてもわかりやすかった 9（100％）

２．わかりやすかった 0

３．わかりにくかった 0

４．わからない 0

③ 科学に興味がわきましたか。

１．非常に興味がわいた 8（89％）

２．少し興味がわいた 1（11％）

３．興味がわかなかった 0

４．わからない 0

④ 研究者 （大学の先生） からの話などを聞いて、 将

来、 自分も研究をしてみたいと思いましたか。

１．とても思った 5（56％）

２．できればしてみたい 4（44％）

３．思わなかった 0

４．わからない 0

⑤ 参加しようと思った理由について教えてください。

１．内容に興味があったから 3（33％）

２．先生や両親に薦められたから 6（67％）

３．近所で開催されるから 0

４．その他 0

⑥ このような企画があれば、 また参加したいと思いま

したか。

１．是非参加したい 9（100％）

２．できれば参加したい 0

３．参加したいとは思わない 0

４．わからない 0
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くりを体験できてとても楽しかったです．そして，

ミツバチの巣を見たり，どれだけあたたかいのか

触ってみたりできて，とてもいい経験になりました．

ミツバチの巣ごと，初めて食べてみて，とても濃こう

でおいしかったです．また，このような企画に参加

してみたいと思いました．ありがとうございました．

・ 「ひらめき☆ときめきサイエンス」で知ったことは，

みつばちのことはもちろんですが，「知ったことを

実際にやってみることで忘れないものになることと，

知ることによってふしぎやどうして？が増えてしま

うということ」です．だから，「知りたい」がとても

増えました．研究者は，新しい発見をしないといけ

ないと思っていましたが，みんなのために役立つこ

とを考えるお仕事なんだと思いました．たのしかっ

たしおいしかったです．ありがとうございました．

（３） 保護者の感想

　児童と一緒に参加した保護者の方々へも自由記述に

よるアンケートを実施した．回答からは，児童ととも

に楽しみ，多くのことを学んだ様子が伺え，「ひらめ

き☆ときめきサイエンス」のような企画を実施するこ

との意義について深く考えさせられた．

・ とても貴重な体験ができました．ありがとうござい

ます．ミツバチやハチミツをいろんな角度から知る

ことができました．

・ ミツバチについて，一日たくさんのことを楽しく学

ぶことができて，とても良いプログラムでした．今

度は弟も連れてきたいと思います．

・ 親も楽しく参加させていただきました．ニホンミツ

バチのことを知ることができ，とても満足していま

す．採れたてのハチミツはとてもおいしく，巣も間

近で見れたので感動しました．いつか対馬のハチミ

ツも食べに行ってみたいです．

・  今日は準備からはじまり様々お世話になりました．

子どもも学生さんたちとふれあい，なかなか接する

機会もないので，打ち解けて楽しそうに過ごせまし

た．知的な発見と作業（試行錯誤から達成感）のバ

ランスがとても良かったです．ありがとうございます．

・  ハチミツはよく食べていましたが，採取について実

際に体験できてとても良かったです．理科に興味が

あるように思っていたので参加させました．本日の

分野についても知ることができ，とてもよかったの

ではないかと思います．すてきな大学生と交流がで

きて憧れの先輩を目指してくれたらと期待します．

ありがとうございました．

・  とてもおいしいハチミツを収穫でき，リップクリー

ム，ろうそくまで作れてとても充実した一日でした．

１匹のミツバチからスプーン１杯程度のハチミツし

か採れないと知り，無駄にできないと思いました．

自然の恵みに感謝します．ミツバチがいなくなると，

私たちの生活に大きな影響を及ぼすことも学べまし

た．対馬から来てくださった上野さんご夫婦，学生

の皆様，先生方に深く感謝いたします．ありがとう

ございました．子どもの生き生きした顔を見れてと

ても良かったです．

・  今回のプログラムは大変充実した内容で，皆様が十

分にご準備くださったことを実感いたしました．ま

た，先生方をはじめ，学生の皆さんより終始お心遣

いいただき，親子ともども本当に楽しい一日となり

ました．このような学生さんたちのいる宮城教育大

学に憧れさえ抱きました．娘がミツバチを怖がらな

くなったことにも驚きました．我が家にはまだ下に

息子がおりますので，ぜひとも，また応募しようと

思っております．

・  内容はもちろんですが，ご準備や運営等のお姿から

も皆さんのあたたかいお気持ちを随所に感じました．

溝田先生の幼少期のお話や当日楽しんでいらっしゃ

る姿を見て，子どもの『どうしてだろう？』という

気持ちを大切にして応援したいなぁ，と強く思いま

した．上野さんご夫妻の対馬のお話もとても興味深

く，楽しい時間でした．溝田先生をはじめ，研究室

のみなさまがこれからもますますご活躍されますよ

うお祈りしています．

（４） 本プログラムの成果について

　アンケート結果を見る限り，充実したプログラムが

実施され，参加者（小学生および保護者）から高い評

価が得られたと考えてよいだろう．日頃大学の研究者

や学生と接する機会がない子どもたちにとって，本プ

ログラムは大学という存在を身近に感じ，大学での研
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究活動を知ってもらう役割も果たすことができたよう

に思う．プログラム実施には苦労も多かったが，多く

の方々の献身的な協力をいただきながら無事に遂行で

きたことは大きな自信になった．特に，教員養成大学

として，教員を志望する大学生に子どもと接する機会

を提供できた点は嬉しい成果である．これからも継続

して「ひらめき☆ときめきサイエンス」のような環境

教育実践の機会をつくり，より工夫した楽しいプログ

ラムを提供していきたいと考えている．

　最後に，参加した児童からイベント実施の約１ヶ月

後に送られてきた手紙を紹介して本稿を結びたい．

溝田先生へ（2016/11/4）

　こんばんは．○○小学校 6 年の△△です．ひらめき

☆ときめきサイエンスで知ったことは，みつばちのこ

との他に，知ったことを実際にやってみることで忘れ

ないものになることと，知ることによって不思議や「ど

うして？」が増えてしまうということです．だから，「知

りたい！」がとても増えました．研究者は，新しい発

見をしないといけないと思っていましたが，みんなの

ために役立つことを考えるお仕事なんだと思いました．

楽しかったし，おいしかったです．ありがとうござい

ました．
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